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「平成26年度新呼び水プロジェクト・束アジアの近・現代史資料を

所蔵する各国文書館の国際連携ネットワークの構築J
携拡充、活動報告書

始めに、 IriJ行苫である石川耕三准教授から詳細

な報告書が提出されており，詳細は参照された

い。また，本報;fJは，了解を得て，その報告書に

依拠しているり

今回の訪問 1I的は，アメリカ介衆[+:]においてア

ジア研究で7ru張っている資料収集拠}，'，(を訪問し担

当者とコネクションを築くことである。訪問先の

コレクションの特徴および現状を把握したうえ

で， LlH J大京rtí~経済研究所コしクションの独白

性をアピール L，将来的な国1;祭的連携可能性を探

ることであるの
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4階，入口のボード。

( 1 )ボストン大学東アジア考古学・文化史国

際センター (InternationalCenter for East Asian 

Archaeology & Cultural History (ICEAACH)) 

は，ボストン市内西簡にあるボストン大学の東端

に位置している。大都会のキャンパスらしくパー

ンズ&ノーブル書出の隣の建物の4階にある c 普

通のオフィスピルの入口を入り，エレベーターで

4階に上がる。 41滑のフロアーほぼ全てが「東亜
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号古皐文化史[llxll察研究中心Jである。 ド記は.筆者と入[JのfIITでゥ

この七ンターは1999年に Luce財団の助

)北で設置され.*アジアの考)11-乍および、丈化遺産

に関するl玉|際的なセンターとなっている口ボスト

ン大学考古学学部の一部もなしているご上掲'1;:点

にあるように， この図書宅.には. 考rl，・学に関する

*アジアの現地lift資料，当該7jヴlf'の現地語刊行1iJf

究雑誌を広範に収集している L

r-記は日本語の文献であり.各県~Ijに資料があ

るC

下記は. H本語資料の前で. M urowchick氏と

イイ)11准教授。

上掲写~\のRobert E. Murowchick氏 (?liセン

ターDirectorおよび考古学・文化人類学AssIstant

Professor) にお会~) L. 資料終章の方針及び状

況について[弘明を受けた

2去2セン夕一は!束束主主;アジアI刷iけ訓Jj-卜牟-'究?先Eに関するタヰ米|ドミ1I河五叶ζqいlにこお

けるf拠処j点J

に関しては iぺt'[ド司出九4伝lιA語奇.韓国語の資料に関するノウハ

ウを持つ点rJE経済研究所は，ボストン大学が11指

している此文11録化プロジェクトに対して大いに

協力できると忠われたc

(2) Muro'hァchick氏として，東アジア資料

をボストン大学全体で、所 If;~ しているかを確認する

ために.松{tlヰ書館であるMurgar記念国者:館を

見学した
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ここは. IB入りが自由で驚いた J また. q:ll:.jiJj 

けの何人j:JL(土塁iziに記I({:されており，金制フェン

スのii:[j出が杭1"，ている 人LJは施錠でき. 一つの

机に:人カ王子:習するようになっている心

(3 )イリノイ J¥_''c'f.の小心であるアーパナ・シャ

ンペーン校の総合問書館を訪問した。ここの'Yr蔵

冊数の多さでは全米でもイi名であるつ

] apanese Collection & Resources担斗のWitt

氏は不在であったが. Slavic， East European 

& Eurasian Collection担去のJoeLenkart 氏

(International Reference Librarian Manager守

Slavic Reference Service (Assistant Professor)) 

にお会いした二

そこで， Ij本Mf究にl却する書籍を用立してくだ

さっており，様々な書籍を克せていただし Eた

CA'J海上骨華;位争総帥静香主治

E主婦

時 弘対

194事イ事事E

す 説 草 母 む 持 主

E撃事尋

上羽の上は1997年に発行された 11:1本酬:究のた

めの参与資料 改訂版」であり， 1、ムは1986年に発

行された日本に関する英語文献カタログである



-58 (134) 東~W経済研究第73巻第 2U-

Lenkartl"¥:は山[J大学との提携に非常に前向き

との印象が強かったむこちらの東重経済研究所の

重要目録を希望していたc

貴重本室の前で， Lenkart氏と。

最後に， 1950年に波米された日本博英イリノイ

大学名誉教授にも再会した。

i 一一一一一→← 議=醤器22

交渉ミにおける助言が得られるであろう c (了)


